
３． 歳 出 予 算 の 状 況 

 ( 単位 ：千円、％ ）

     区     分  18年度当初  19年度当初 増減額 増減率  19年度 対前年度 構成比

A B B－A B/A 構成比 伸  率

1 義 務 的 経 費 337,557,016 345,126,371 7,569,355 2.2 51.6 ▲ 0.8 48.7

内 人 件 費 232,180,997 238,071,165 5,890,168 2.5 35.6 0.7 33.5

扶 助 費 10,214,386 10,547,877 333,491 3.3 1.6 ▲ 24.7 1.5

訳 公 債 費 95,161,633 96,507,329 1,345,696 1.4 14.4 ▲ 1.0 13.7

2 投 資 的 経 費 142,283,717 112,719,832 ▲ 29,563,885 ▲ 20.8 16.8 ▲ 7.4 20.5

補助事業 67,865,407 51,966,336 ▲ 15,899,071 ▲ 23.4 7.8 ▲ 6.5 9.8

内 単独事業 37,557,076 31,850,941 ▲ 5,706,135 ▲ 15.2 4.8 ▲ 9.6 5.4

直轄事業 28,066,698 23,199,090 ▲ 4,867,608 ▲ 17.3 3.5 5.0 4.1

訳 受託事業 4,189,248 2,039,441 ▲ 2,149,807 ▲ 51.3 0.3 74.0 0.6

 災害復旧費 4,605,288 3,664,024 ▲ 941,264 ▲ 20.4 0.5 ▲ 55.5 0.7

3 そ の 他 経 費 212,996,643 211,193,391 ▲ 1,803,252 ▲ 0.8 31.6 4.3 30.7

    合 計 692,837,376 669,039,594 ▲ 23,797,782 ▲ 3.4 100.0 ▲ 0.7 100.0

    構成比は四捨五入によるため合計に合わない場合があります。

比 較 （参 考：18年度）



〈 歳出予算の特徴 〉

（１） 義務的経費

[ 義務的経費の額の推移 ］

義務的経費（人件費、扶助費、公債費）は、対前年度 ２．２％増の３，４５１億２，６３
７万１千円となり、予算全体の５１．６％を占めています。
団塊の世代の退職に伴い、退職手当が大幅に増加することや、公債費が引き続き高い水準
で推移することから全体として増額となっています。

義務的経費の推移

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

年度

億円
人件費 扶助費 公債費

3,404
3,545
3,651

3,828

3,655

3,300 3,4513,402
3,574 3,514 3,376

H14当初
借換債
除きﾍ゙ ｽー



   （２） 投資的経費

[ 投資的経費の額の推移 ］

投資的経費は、対前年度 ２０．８％減の１，１２７億１，９８３万２千円となっていま
す。
県営鈴鹿スポーツガーデン体育館の整備や熊野古道センター整備の完了などに伴い、事業費
が減額となっているほか、公共事業について平成１８年度当初予算額の８０％程度を機械的に
計上していることによる大幅な減額となっています。
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